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「戦争は人の心の中で生れるものであるから、人の心の中に平和のとりでを築かなければなら

ない。」

これは、国際連合教育科学文化機関憲章（ユネスコ憲章）の冒頭の一文です。

安倍政権が推し進めようとしている安保法制は、近視眼的に国際情勢の変化を声高に主張し、わ

たしたちの心の中の平和のとりでを崩そうとしていると思えてなりなせん。

言葉は無力かもしれません。しかし、わたしたちの心の中の平和のとりでは、優れた言葉によ

って、築かれるようにも思われます。

その最大のものは、日本国憲法でしょう。安保法制に反対した憲法学者が、憲法の条文の字面に

拘泥するのは、当然のことです。

戦争法案を潰す為にわたしたちに何ができるか？

これを考え、わたしたちは短歌・俳句を作ることだと思いました。

日本が誇る短詩系文学の表現を、皆と一緒に紡ぎたいと思いました。

啄木は短歌は「日本人が持つ数少ない幸せの一つ」だと言っています。

この小さい詩型は鋭い武器にもなります。

俳句は、ごく短い言葉で、情景を切り取ります。

「戦争が廊下の奥に立つてゐた」は、渡辺白泉の昭和１４年の作だと言われています。

わたしたちは、また同じことを繰り返そうとしているのではないでしょか。

2015年6月20日から7月19日まで、1か月の募集期間のうちに、俳句は154句、短歌は365首、合

計519の短詩が集まりました。まさに市井の言葉です。

第二次募集もすでに開始しています。何か特別な賞品があるわけではありません。わたしたちの

平和への思いのたけが、言葉を紡ぎだしました。

未来に通じる何かが見えてくる予感がします。印刷物への流用、デモでの読み上げ、ご自由に活

用してくださってかまいません。コピーライトはフリーとします。ただし、著者者人格権につい

ては、遵守するようにお願いします。ひとつひとつの句に、歌に込めた著者の心を大切にしてく

ださい。
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